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令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称 
ひなんピング～医療的ケアが必要な子どもとその家族のための避

難支援ネットワーク～ 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

災害時に医療的ケアが必要な子ども(以下：医ケア児)と支援者をつなぐ個

別避難計画書作成システム「イッツミー！」の開発を行っている。医ケア

児の家族が、避難時の自助・共助に必要な情報をスマホやタブレットで気

軽に記録・更新できる。医療従事者や支援者への情報共有の有無も選択で

きる。このシステムを検証するためのイベント「楽しく防災キャンプ」で

は、手動式の医療器具や防災アイテムなどを体験した。地域内外の人々対

象の「支援者養成講座」を構築し、支援者の輪を広げる活動も行っている。

定期的に茶話会やワークショップを行うことで、当事者・支援者のコミュ

ニティを作り、医ケア児が当たり前に暮らせる地域を目指している。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

2021 年 11 月・2022 年 3 月・2022 年 9 月・2022 年 10 月・2023 年 6 月で計

6回 防災アウトドアイベント、2021 年度オンラインイベント計 7回開催、

2022 年度茶話会計 5回開催、延べ 202 名(オンライン 50 名)参加。 

「イッツミー！」の登録者数は現在 50 名。 

イベントを通じて普段外出の機会が少ない医ケア児の家族が外で過ごすき

っかけとなった。また防災について医療従事者などにアドバイスをもらう

ことで意識の啓発に繋がった。 

茶話会では実際に当事者の声を聞き医療機器を常に使用している医ケア児

にとって電源の確保は災害時に必須の条件であるということが分かり使用

する場所や場面などによって適切な電源の紹介を行うことで当事者の電源

選択の参考となることができた。当事者間、支援者とのコミュニティが希

薄であることが明確になりコミュニティ作りの場としても活動している。 

HPや SNSで発信し岡山県内だけでなく他県へと周知されてきており全国へ

と活動が広がっている。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 
ひなんピング～医療的ケアが必要な子どもとその家族のための避難支援

ネットワーク～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

医療的ケアが必要な子ども（以下、医ケア児）とその家族に対する避難支援システムを構築する。

紙ベースで尚且つ作成にも手間と時間がかかるものであった個別避難計画書を家族自ら WEB 上で

作成する「イッツミー！」を構築することにより発災時に安全安心な避難と適切な支援を得られる。

また防災啓発のアウトドアイベントを開催することにより、参加者の防災意識を高めることやコミ

ュニティ作りを促進することができる。 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

様々な理由により、医ケア児に対する公助・共助は進んでいない。あくまで自助努力のみである。

誰一人取り残されることのない地域づくりには、地域の「協働」が不可欠である。気軽に更新可能

な「イッツミー！」を活用し、支援者養成講座を開催することで、医ケア児の状況を把握し、地域

で支援する仕組みを整えることが目的である。当団体でその仕組みやツールを構築することを目標

とし、実際に、地域で実証し、活用するサポートを行う。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

 

対象地域：防災キャンプイベントは、季節や交通事情に合わせて、岡山市内から車で1時間以内の場所で開催し、 

茶話会は、岡山市内、特に協働団体である株式会社エールの所在地である岡山市北区を中心に活動し 

ている。今後は、岡山モデルとして県内、県外へと全国展開を目標としている。 

対象者・対象人数：防災キャンプイベントや茶話会は、岡山県内の医ケア児約300人とその家族を対象とし、イ

ベントのチラシは支援学校、訪問看護ステーション、各相談窓口に配布し、周知活動を行っ

ている。今後は、地域や障害、年齢を越えたつながりを広げていきたいと考える。 

 

２ 活動内容、実施方法など 

 

・「支援者養成講座」を修了した支援者が中心となり、地域における医ケア児家族の避難訓練を実施する。 

・災害時に「イッツミー！」を医ケア児家族と支援者、医療従事者、避難場所としてのキャンピングカーをマッ

チングさせるアプリとして運用できることを目指している。 

・防災啓発のためのアウトドアイベントで当事者や家族はもちろん支援者の防災意識を高め、必要なサポートを

考えるきっかけにする。 

・いざという時のために必要な情報の収集やサポートをし合えるコミュニティ作りのための茶話会やワークショ

ップを開催する。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

 

イベントなどの開催告知には支援学校や訪問看護などの施設を通して、チラシを郵送し、当事者家族に配布した。 

また、ホームページやＳＮＳなどの自社メディアを活用して、常に情報発信を行っている。 

医ケア児の母親が2名企画や情報発信のスタッフとして参画することにより、より当事者目線の情報やイベント

が実施できる。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://www.hinanping.com/ 

取組の実施期間 

 

 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：2021 年 1 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

今後は「イッツミー！」をより使いやすく、情報共有しやすくすることを目的としてアプリ化をし、

全国展開を目指している。更には、そのアプリが平時でも、デイサービスの予定、成長記録、手帳

の更新時期のプッシュ通知など、より便利に使える機能を入れたものへと発展させる。アウトドア

イベントや茶話会などを活発に行い防災啓発と地域の人々のコミュニティ形成を進める。またコロ

ナ禍で実現が困難であった「支援者養成講座」を活用し、医ケア児家族の避難訓練を実施する。こ

の活動を続けることで岡山がモデルケースとなり配慮が必要な人の災害時の避難マニュアルとし

て全国へと展開していきたいと考える。 



 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

当団体では医ケア児家族との接点がなく、理解が浅かった。しかし、当事者、医療関係者、大学、

地域の人々と協働することで解決すべき社会課題が明確になり、活動の幅が広がった。第三者であ

る当団体が活動することで、当事者の負担を減らし、共助や公助の隙間をサポートすることに使命

感を感じている。災害時の支援も必要だが、まずは、平時より医ケア児の存在を知り、地域で支え

合う仕組みが必要だと感じた。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 株式会社 エール 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（医療機

関） 

役 割 医療関係者として活動の監修 

団 体 名 株式会社 コネクシー 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 イッツミー入力フォームの作成 

団 体 名 キャンピングカー株式会社 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 システム開発とキャンピングカーによる災害時支援 

団 体 名 岡山大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 システム開発のアドバイス 

団 体 名 つばさクリニック 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（医療機

関） 

役 割 イッツミーの監修 

団 体 名 一般社団法人 EpiNurse(真備支部) 看護師・防災士 山中 弓子 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他(一般社団法人) 

役 割 医療従事者としての監修 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  


